
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電話回線網に接続される親機と、該親機に無線回線にて接続され、バッテリから供給され
る電力により動作して前記親機との間で無線通信を行う複数の子機と、から構成される無
線通信装置であって、
前記子機の夫々は、
バッテリの残容量を検出するための検出手段と、
検出結果に基づきバッテリの残容量に関する残容量情報を送信するための送信手段と、
外部から送信されてくる他子機の前記残容量情報を受信し、該受信結果を通知するための
通知手段と、
を備えていることを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
前記送信手段は、前記検出結果としてのバッテリの残容量が予め設定された判定値を下回
ると前記残容量情報を送信する構成にされていることを特徴とする請求項１に記載の無線
通信装置。
【請求項３】
前記送信手段は、前記検出結果としてのバッテリの残容量が予め設定された第一低下判定
値を下回ると、前記残容量情報として、バッテリの残容量が第一低下判定値未満であるこ
とを示す第一容量情報を送信し、前記検出結果としてのバッテリの残容量が予め設定され
た前記第一低下判定値より小さい第二低下判定値を下回ると、前記残容量情報として、バ
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ッテリの残容量が第二低下判定値未満であることを示す第二容量情報を送信する構成にさ
れ、
前記通知手段は、前記残容量情報として前記第一容量情報を受信すると、受信結果として
、他子機のバッテリの残容量が少ないことを通知し、前記残容量情報として前記第二容量
情報を受信すると、受信結果として、バッテリの充電が必要であることを通知する構成に
されていることを特徴とする請求項２に記載の無線通信装置。
【請求項４】
前記送信手段は、前記残容量情報を前記親機に送信する構成にされ、
前記親機は、前記子機から前記残容量情報を受信すると、該残容量情報を、該残容量情報
を送信してきた子機とは異なる他子機に送信する他子機残容量情報送信手段、を備えてい
ることを特徴とする請求項１～請求項３のいずれかに記載の無線通信装置。
【請求項５】
前記他子機残容量情報送信手段は、前記子機から前記残容量情報を受信すると、該残容量
情報を、該残容量情報を送信してきた子機の識別情報と共に、該残容量情報を送信してき
た子機とは異なる他子機に送信する構成にされ、
前記通知手段は、他子機の前記残容量情報を親機を介して受信すると、該残容量情報及び
該残容量情報と共に送信されてきた他子機の前記識別情報に基づき、前記受信結果として
、バッテリの残容量を、該バッテリの残容量に対応する子機を利用者が特定可能な形態で
、通知することが可能な構成にされていることを特徴とする請求項４に記載の無線通信装
置。
【請求項６】
前記通知手段は、前記残容量情報の受信後所定期間のみ、前記受信結果を通知する構成に
され、
前記他子機残容量情報送信手段は、
前記子機から前記残容量情報を受信すると該受信内容を記憶すると共に、受信した該残容
量情報をすぐさま他子機に送信する第一残容量情報送信手段と、
該第一残容量情報送信手段による前記残容量情報の送信後、親機と子機との間の無線回線
接続又は切断の度に、記憶した前記受信内容に従って、前記残容量情報を、親機と該子機
との間で送受信される制御信号に付加して送信する第二残容量情報送信手段と、
を備えていることを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の無線通信装置。
【請求項７】
前記送信手段は、前記検出結果としてのバッテリの残容量が予め設定されたバッテリ回復
値を上回ると、バッテリの残容量がバッテリ回復値より大きいことを示すバッテリ回復情
報を親機に送信する構成にされており、
前記他子機残容量情報送信手段は、前記子機から前記バッテリ回復情報を受信すると、既
に記憶されている前記残容量情報に関する受信内容を消去することにより、前記第二残容
量情報送信手段の動作を、次の残容量情報の受信まで停止することを特徴とする請求項６
に記載の無線通信装置。
【請求項８】
前記親機は、前記子機から前記残容量情報を受信すると、該受信結果を通知する子機情報
通知手段、を備えていることを特徴とする請求項４～請求項７のいずれかに記載の無線通
信装置。
【請求項９】
前記通知手段は、前記受信結果を表示手段に表示して通知する構成にされていることを特
徴とする請求項１～請求項８のいずれかに記載の無線通信装置。
【請求項１０】
前記各子機は、無線ＬＡＮシステムに接続可能な通信手段を備えており、前記バッテリの
残容量に関する残容量情報を該通信手段を介して前記無線ＬＡＮシステム内のＬＡＮ端末
に送信可能に構成されていることを特徴とする請求項１～請求項９のいずれかに記載の無
線通信装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、外部の電話回線網に接続される親機と、バッテリから供給される電力により動
作して親機との間で無線通信を行う複数の子機と、から構成される無線通信装置に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
従来より親機と子機とを備える無線通信装置としては、コードレス電話装置が知られてい
る。
一般的なコードレス電話装置の子機は、電源としてバッテリ（二次電池）を備えており、
バッテリから供給される電力により動作（即ち、バッテリ動作）して無線回線で親機と通
信を行うことにより、親機を介して、電話回線網に接続された外部の電話装置と通信する
ことが可能な構成にされている。
【０００３】
このようなコードレス電話装置において、子機は、無線電波が親機に届く範囲内で場所を
選ばず外部の電話装置と通信することが可能であるため、利用者は、充電器で充電してお
いた子機を、通話の際に充電器から外せば、移動しながら、外部の電話装置を利用する相
手と通話することが可能である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記コードレス電話装置においては、子機の持ち運びが自在である結果、
利用者が子機を充電器から外して持ち運んだ後に、子機を充電器に戻し忘れてしまい、結
果として、子機がバッテリ切れによって動作不能になってしまうといった問題があった。
【０００５】
子機は、通話中以外においても、着信待機等で電力を消費するから、利用者が充電器に子
機を戻し忘れると、子機のバッテリの残り容量は徐々に減少し、やがて空になってしまう
。したがって、バッテリが空になる前に、利用者に子機を充電させないと、次の機会に利
用者が子機を利用したいと思っても、利用者に子機を利用可能な状態で提供できなくなっ
てしまうのである。
【０００６】
このような問題に対して、特開平１１－８８４７８号公報に記載の発明では、子機のバッ
テリ残容量が所定以下となると、親機が着信時の鳴動音を変更するようにコードレス電話
装置を構成している。
この特開平１１－８８４７８号公報に記載のコードレス電話装置では、鳴動音を切り換え
ることによって、子機のバッテリ残容量が少ないことを利用者に通知することができるの
で、子機のバッテリが空になる前に、利用者にバッテリの充電を促すことが可能である。
【０００７】
しかし、上記構成のコードレス電話装置では、親機による着信時の鳴動音でバッテリ残容
量が少ないことを利用者に通知するだけであるため、親機の周囲に利用者がいない場合に
、子機の着信音（鳴動音）や周囲の騒音等で親機の鳴動音が掻き消されたりして、利用者
がバッテリ残容量が少ないことを知らせる親機の鳴動音に気づかないことがあった。
【０００８】
また、上記コードレス電話装置では、着信時の鳴動音を利用するために、子機の充電器へ
の戻し忘れ後長期間次の着信がないと、バッテリ残容量が少なくなっていることを鳴動音
で利用者に通知できないまま、子機がバッテリ切れで動作不能になってしまう場合があっ
た。
【０００９】
本発明は、こうした問題に鑑みなされたものであり、利用者にバッテリの充電を効果的に
促し、これによって、子機のバッテリ切れを抑制することが可能な無線通信装置を提供す
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ることを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
かかる目的を達成するため、請求項１に記載の発明においては、電話回線網に接続される
親機と、その親機に無線回線にて接続され、バッテリから供給される電力により動作して
親機との間で無線通信を行う複数の子機と、から構成される無線通信装置の各子機に、バ
ッテリの残容量を検出するための検出手段と、その検出手段による検出結果に基づきバッ
テリの残容量に関する残容量情報を送信するための送信手段と、外部から送信されてくる
他子機の残容量情報を受信してその受信結果を通知するための通知手段と、を設けている
。
【００１１】
つまり、請求項１に記載の無線通信装置においては、親機よりも子機の方が利用者の手元
近くに置かれている場合が多いことに着目し、子機のバッテリの残容量情報（バッテリ電
圧に関する情報や、バッテリ残容量を段階的に表した情報など）を、その子機とは異なる
他子機から利用者に通知することで、子機のバッテリ残容量が少なくなっている場合に、
その旨を利用者に素早く気づかせることができるようにしている。
【００１２】
従来装置においては、親機の近くに利用者がいない場合に、利用者がバッテリ残容量が少
ないことを示す通知に気づかないことがあったが、請求項１に記載の無線通信装置におい
ては、利用者の近くに配置されている可能性の高い子機に通知を行うため、利用者が通知
に気づかないことが原因で子機のバッテリが切れてしまうのを抑制することができる。
【００１３】
尚、通知手段は、受信結果を音声や着信音（鳴動音）等の形態で通知する構成にされてい
てもよいし、受信結果を文字や図形情報などの形態で液晶ディスプレイ等の表示手段に表
示する構成にされていてもよい。また通知手段は、受信結果として、バッテリの残容量を
百分率で表して通知する構成にされていてもよいし、「バッテリ残容量が少ない」とか、
「バッテリが空である」など、状態を表す用語を用いてバッテリ残容量を通知する構成に
されていてもよい。この他通知手段は、「充電をしてください」など利用者に充電を促す
指示を出力して、間接的に利用者にバッテリ残容量を通知する構成にされていてもよい。
【００１４】
また、送信手段は、所定時間間隔で残容量情報を送信する構成にされていてもよいし、請
求項２に記載のように、検出結果としてのバッテリの残容量が予め設定された判定値を下
回ると残容量情報を送信する構成にされていてもよい。
請求項２に記載のように送信手段を構成すると、残容量情報の送信回数を抑えながら、効
率的に、バッテリが少ない等の利用者にとって必要なバッテリの残容量情報を他子機に提
供することができるので、結果として、効率よくバッテリの充電を利用者に促すことが可
能である。
【００１５】
つまり、請求項２に記載の無線通信装置においては、バッテリの残容量が少なくなってき
たところで送信手段が残容量情報を送信するように判定値を設定することによって、他子
機の通知手段を、充電を促した方が好ましいと思われる時点でバッテリが少なくなってき
たことを利用者に通知することが可能な構成にすることができる。この結果、請求項２に
記載の無線通信装置においては、効率的に利用者にバッテリの充電を促すことができ、更
には、他子機が必要以上にバッテリの残容量を通知することにより利用者が受信結果の通
知をわずらわしく感じるのを抑制することができる。
【００１６】
また、送信手段には、上記判定値を一つ設定しておくだけでもよいが、二以上の判定値を
設定しておくとより一層便利である。
例えば、請求項３に記載のように、検出結果としてのバッテリの残容量が予め設定された
第一低下判定値を下回ると、残容量情報として、バッテリの残容量が第一低下判定値未満

10

20

30

40

50

(4) JP 3601510 B2 2004.12.15



であることを示す第一容量情報を送信し、検出結果としてのバッテリの残容量が予め設定
された第一低下判定値より小さい第二低下判定値を下回ると、残容量情報として、バッテ
リの残容量が第二低下判定値未満であることを示す第二容量情報を送信するように送信手
段を構成すれば、通知手段にて、二段階でバッテリの残容量に関する受信結果を通知する
ことができるから、効果的に利用者にバッテリの充電を促すことができる。
【００１７】
具体的に、請求項３に記載の無線通信装置においては、送信手段を上記構成にしつつ、通
知手段が、残容量情報として第一容量情報を受信すると、受信結果として、他子機のバッ
テリの残容量が少ないことを通知し、残容量情報として第二容量情報を受信すると、受信
結果として、バッテリの充電が必要であることを通知するように子機を構成しているため
、利用者に、バッテリの残容量が少なくバッテリの充電をした方が好ましいことを通知し
た後、更に、バッテリ残容量が少なくなり、子機の通話機能を動作させることが不可能に
なった又はなりつつある時点でバッテリの充電が必要であることを利用者に通知して、効
果的にバッテリの充電を促すことができる。
【００１８】
また以上に説明した無線通信装置の送信手段は、他子機に直接残容量情報を送信するよう
に構成されていてもよいし、請求項４に記載のように構成されていてもよい。
請求項４に記載の無線通信装置においては、子機の送信手段が残容量情報を親機に送信す
る構成にされ、親機が、子機から残容量情報を受信すると、他子機残容量情報送信手段に
て、残容量情報を送信してきた子機とは異なる他子機に、受信した残容量情報を送信する
構成にされている。
【００１９】
請求項４に記載の発明は、子機間で直接通信を行うことができない無線通信装置にも適用
することが可能であり、例えば子機間通信を行うことのできないコードレス電話装置（一
般的には、アナログコードレス電話装置）に本発明を適用すれば、コードレス電話装置を
、子機のバッテリ残容量に関する情報を他子機側で利用者に通知することが可能な構成に
することができる。また、請求項４に記載の無線通信装置においては、親機にて子機の残
容量情報を収集することができるので、親機側で複数の子機の残容量情報を集中管理する
ことができ、他子機に残容量情報を通知するための装置構成を簡素化することができる。
【００２０】
この他、本発明を、子機を三つ以上備える無線通信装置に適用する場合には、請求項５に
記載のように親機を構成するのが良い。
請求項５に記載の無線通信装置においては、親機の他子機残容量情報送信手段が、子機か
ら残容量情報を受信すると、その残容量情報を、残容量情報を送信してきた子機の識別情
報と共に、残容量情報を送信してきた子機とは異なる他子機に送信するように構成されて
いる。また、子機の通知手段は、他子機の残容量情報を親機を介して受信すると、残容量
情報及び残容量情報と共に送信されてきた他子機の識別情報に基づき、受信結果として、
バッテリの残容量を、バッテリの残容量に対応する子機を利用者が特定可能な形態で、通
知するように構成されている。
【００２１】
このような構成の無線通信装置においては、子機が三以上ある場合でも、各子機のバッテ
リの残容量情報を、その情報がどの子機のものか理解できるようにして、利用者に通知す
ることができる。したがって、利用者は、通知された情報に基づき、簡単に、充電の必要
な子機を選択して、バッテリの充電を行うことができる。
【００２２】
尚、バッテリの残容量に対応する子機を利用者が特定可能な形態で、バッテリの残容量を
利用者に通知するためには、例えば、通知手段が受信結果を子機の識別情報と共に通知す
るように無線通信装置を構成すればよい。
この他、請求項４又は請求項５に記載の無線通信装置においては、残容量情報の受信後所
定期間のみ、通知手段が受信結果を通知するように子機を構成するのがよい。このように
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すれば、利用者に煩わしさを感じさせることなく、受信結果を通知することが可能な無線
通信装置を提供することができる。尚、通知手段は、受信後所定時間、受信結果を通知す
る構成にされていてもよいし、受信後利用者が子機にて次の操作を行うまでの期間受信結
果を通知する構成にされていてもよい。
【００２３】
また、通知手段が残容量情報の受信後所定期間のみ受信結果を通知するように子機を構成
した場合には、無線通信装置の他子機残容量情報送信手段を、請求項６に記載のように構
成するのが良い。
請求項６に記載の無線通信装置の他子機残容量情報送信手段は、子機から残容量情報を受
信すると、その受信内容を記憶すると共に、第一残容量情報送信手段にて、受信した残容
量情報をすぐさま他子機に送信し、その後、親機と子機との間の無線回線接続又は切断の
度に、記憶した受信内容に従い、第二残容量情報送信手段にて残容量情報を、親機と子機
との間で送受信される制御信号に付加して送信する構成にされている。
【００２４】
このように構成された無線通信装置においては、親機の第一残容量情報送信手段の動作に
よって、ただちにバッテリの残容量が少ない等の情報を子機の通知手段で利用者に通知す
ることができるから、着信時に鳴動音でバッテリ残容量を通知する構成の従来装置と比較
して、より早くバッテリの充電を利用者に促すことができる。また着信が長期間ないため
に、バッテリの残容量情報を利用者に通知できないまま、子機のバッテリが切れてしまう
といった問題を解消することができる。
【００２５】
また、請求項６に記載の無線通信装置においては、第二残容量情報送信手段にて残容量情
報を送信することによって、無線回線の接続又は切断の度に、利用者に受信結果（バッテ
リの残容量）を通知することができるので、利用者が初回の通知に気づかなくても、再度
の通知で、利用者にバッテリの残容量が少ないことを気づかせることができ、より確実に
利用者にバッテリの充電を促すことができる。この結果、請求項６に記載の無線通信装置
によれば、子機がバッテリ切れで通話動作が不可能な状態になるのを防止することができ
る。
【００２６】
この他、請求項６に記載のように他子機残容量情報送信手段を構成した場合には、請求項
７に記載のように無線通信装置を構成するのがよい。
請求項７に記載の無線通信装置においては、子機の送信手段が、検出結果としてのバッテ
リの残容量が予め設定されたバッテリ回復値を上回ると、バッテリの残容量がバッテリ回
復値より大きいことを示すバッテリ回復情報を親機に送信する構成にされている。また、
親機の他子機残容量情報送信手段は、子機からバッテリ回復情報を受信すると、既に記憶
されている残容量情報に関する受信内容を消去することにより、第二残容量情報送信手段
の動作を、次の残容量情報の受信まで停止する構成にされている。
【００２７】
このように構成された請求項７に記載の無線通信装置においては、バッテリが回復した時
点で、第二残容量情報送信手段による残容量情報の通知を停止するので、バッテリ容量が
少ない時だけに、その旨の情報を、第二残容量情報送信手段にて、効率的に送信すること
ができる。換言すると、この無線通信装置においては、利用者が子機を充電器に接続する
ことによりバッテリの充電が完了した時点でバッテリ残容量に関する通知を停止すること
ができ、バッテリが充電されているのにもかかわらず通知が継続されてしまうのを防止す
ることができる。
【００２８】
また、以上に説明した請求項４～請求項７のいずれかに記載の無線通信装置においては、
請求項８に記載のように、子機から残容量情報を受信すると受信結果を通知する子機情報
通知手段を親機に設けるのが良い。このようにすれば、無線通信装置を、子機に加えて親
機からもバッテリの残容量を利用者に通知することが可能な構成にすることができ、この
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結果として、バッテリの残容量を通知可能な機器数を増やすことができる。したがって、
無線通信装置を、数の効果により一層確実にバッテリの充電を促すことが可能な構成にす
ることができる。
【００２９】
この他、請求項１～請求項８のいずれかに記載の無線通信装置においては、通知手段が受
信結果を表示手段に表示して通知するように、子機を構成するのが良い。表示によって受
信結果を通知するように装置を構成すると、音で受信結果を通知する場合と比較して、利
用者にストレスをかけることが少なくて済む。つまり、請求項９に記載の無線通信装置に
おいては、利用者が煩わしく感じないように受信結果（バッテリの残容量）を通知するこ
とができる。勿論、このような子機の構成に加えて、子機情報通知手段が受信結果を表示
手段に表示して利用者に通知するように、親機を構成してもよい。
【００３０】
また、請求項１～請求項９のいずれかに記載の無線通信装置においては、請求項１０に記
載のように各子機に無線ＬＡＮシステムに接続可能な通信手段を設けて、バッテリの残容
量に関する残容量情報を通信手段を介して無線ＬＡＮシステム内のＬＡＮ端末に送信でき
るように子機を構成してもよい。このようにすれば、バッテリの残容量情報を、外部の無
線ＬＡＮ端末から利用者に通知することができるので、より確実に利用者にバッテリの充
電を促すことができる。勿論、親機に上記通信手段を設けて、子機から送信されてきた残
容量情報を、親機からＬＡＮ端末に転送するように無線通信装置を構成してもよい。
【００３１】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施例について、図面とともに説明する。
図１は、本発明が適用された無線通信装置としてのコードレス電話装置１の全体構成を表
す説明図、図２は、親機５の構成を表す概略ブロック図、図３は、子機７の構成を表す概
略ブロック図である。
【００３２】
図１に示すように、コードレス電話装置１は、外部の電話回線網としての公衆電話回線網
３に電話線Ｌを介して接続された親機５と、その親機５と無線回線にて接続される複数台
の子機７と、から構成されている。
図２に示すように親機５は、回線制御部１１に公衆電話回線網３に繋がる電話線Ｌが接続
された構成にされている。回線制御部１１は、外部の電話装置との間の回線を接続、切断
するための機能を備えており、通話状態になると、ハンドセット１３に組み付けられたス
ピーカ（図示せず）に、外部の電話装置から送信されてきた音声信号を出力すると共に、
ハンドセット１３に組み付けられたマイク（図示せず）から入力された音声信号を、外部
の電話装置に送信する。また、子機７が利用者に操作されて通話状態になると、回線制御
部１１は、外部の電話装置からの受信信号を、制御部１５を介してその制御部１５に接続
された無線部１７に送信すると共に、無線部１７からの受信信号を外部の電話装置に送信
する。
【００３３】
一方、制御部１５は、ＣＰＵ１５ａ、メモリ（ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ等）１５ｂ
などを備えており、各種処理をＣＰＵ１５ａにて実行することにより装置各部を統括制御
する構成にされている。
例えば、制御部１５は、着信時に、着信音発生用の信号をアラームスピーカ１９に入力す
ることにより、アラームスピーカ１９から着信音を発生させると共に、外部から送信され
てきた発呼側の電話番号を液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）等からなる表示部２１に表示する
。
【００３４】
また、制御部１５は、番号キー等からなる操作部２３を利用者が操作することにより操作
部２３から入力された電話番号をメモリ１５ｂ内にアドレス情報として登録したり、入力
された電話番号に基づき、回線制御部１１に電話番号先の外部の電話装置を呼び出させる
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。
【００３５】
この他、制御部１５は、公衆電話回線網３を介して着信があると、無線部１７に子機呼び
出し用の制御信号を入力して、無線電波にてその制御信号を子機７に送信することにより
、子機７を呼び出し、子機７との無線回線が接続され通話状態になると、回線制御部１１
と無線部１７とを接続して、外部の電話装置と子機７との間の接続を確立する。
【００３６】
尚、上記構成の親機５は、コンセントから供給される家庭用のＡＣ１００Ｖを電源部２５
にて、変圧、整流した後に、装置各部へ電力を供給して各部を動作させる構成にされてい
る。
一方、図３に示す子機７は、主に、制御部３１と、無線部３３と、アラームスピーカ３５
と、スピーカ３７及びマイク３９と、表示部４１と、操作部４３と、バッテリ電圧検出部
４５と、バッテリ４７と、から構成されている。
【００３７】
この子機７は、専用の充電器４９に載置されると充電器４９から供給される電力によりバ
ッテリ４７を充電する構成にされている。またこの子機７は、バッテリ４７から装置内各
部に電力を供給してバッテリ動作する構成にされている。
装置内に設けられた制御部３１は、上記親機５と同様に、ＣＰＵ３１ａ、メモリ（ＲＯＭ
、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ等）３１ｂなどを備えており、各種処理をＣＰＵ３１ａにて実行
し、装置内各部を統括制御する構成にされている。また、メモリ３１ｂ内には、コードレ
ス電話装置１内で重複しない固有の子機ＩＤが記憶されている。
【００３８】
また、この制御部３１に接続された無線部３３は、上記親機５の無線部１７と同様に、図
示しないＲＦ回路、復調回路、変調回路等を備えている。また更に、無線部３３は、復調
した音声信号をスピーカ３７に入力したり、マイク３９から入力された音声信号を無線電
波にて親機５に送信可能な構成にされている。
【００３９】
この他、制御部３１には、制御部３１からの入力信号に基づき着信音を発する上記アラー
ムスピーカ３５や、ＬＣＤ等からなる表示部４１、番号キー等からなる操作部４３が接続
されている。また、本実施例の制御部３１には、上記バッテリ電圧検出部４５が接続され
ている。
【００４０】
バッテリ電圧検出部４５は、バッテリ４７に接続されており、バッテリ電圧を検出して、
検出結果を制御部３１に入力する構成にされている。
つまり本実施例において、子機７は、バッテリ電圧検出部４５にて検出されたバッテリ電
圧を取得することにより、バッテリの残容量を把握することができるようにされており、
制御部３１は、後述する自己容量送信処理を実行してバッテリ電圧検出部４５から検出結
果としてのバッテリ電圧を取得し、そのバッテリ電圧Ｅが、予め設定されている第一低下
判定値Ｅｓを下回ると（Ｅ＜Ｅｓ）、バッテリの残容量に関する残容量情報として、バッ
テリの残容量が少ないことを示す残容量少情報を、自身の子機ＩＤと共に制御信号（図４
（ｂ）参照）に格納して送信する。また、制御部３１は、バッテリ電圧が、予め設定され
ている第一低下判定値Ｅｓより小さい第二低下判定値Ｅｃを下回ると（Ｅ＜Ｅｃ＜Ｅｓ）
、バッテリ４７の充電を必要とする旨の要充電情報を自身の子機ＩＤと共に制御信号に格
納して送信する。
【００４１】
尚、図４（ａ）は、バッテリの残容量情報を送信するタイミングを規定するバッテリ電圧
の判定値に関する説明図であり、図４（ｂ）は、残容量情報を格納する制御信号のデータ
構成を表す説明図である。
本実施例において、上記第二低下判定値Ｅｃは、バッテリ残容量がわずかで子機７の動作
が不安定になるために、子機７の通話機能が停止されるバッテリ電圧値に設定され、上記
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第一低下判定値Ｅｓは、子機７のバッテリの残容量が少なく、利用者にバッテリの充電を
促した方が好ましいバッテリ電圧値に設定されている。
【００４２】
また、本実施例における親機５と子機７との間の無線回線による接続は、２５０ＭＨｚ／
３８０ＭＨｚ帯コードレス電話装置の無線局の無線設備標準規格であるＲＣＲ　ＳＴＤ－
１３に基づいて行われており、残容量情報は、この規格に基づく制御チャンネルで送受信
される図４（ｂ）に示す制御信号の制御データとして格納されて、子機７から親機５へ、
又は親機５から子機７へと送信される。
【００４３】
具体的に説明すると、制御信号は、例えば、無線回線接続時（呼び出し時や、子機７の着
信待機状態から通話状態への移行時）や、無線回線切断時（即ち、子機７の通話状態から
着信待機状態への移行時）に親機５と子機７との間で交換される種類の信号であり、図４
（ｂ）に示すように、ビット同期信号、フレーム同期信号、ＩＤ番号（このＩＤ番号は、
子機ＩＤとは異なる番号であり、他のコードレス電話の子機との間での混線を防止するた
めのコードレス電話装置毎に割り振られているＩＤ番号である。）、誤り訂正符号、制御
データから構成されている。
【００４４】
当該コードレス電話装置１は、例えば、親機５にて、制御データ格納領域に子機呼び出し
用の制御コードを格納して、その制御信号を子機７に送信することにより、子機７に、制
御コードに基づく着信音を鳴らさせる。また、親機５は、通話終了時（即ち、終話時）に
子機７と親機５との間の無線回線を切断して、子機７を通話状態から着信待機状態に移行
させるため、制御データ格納領域に終話用の制御コードを格納して、その制御信号を子機
７に送信する。
【００４５】
詳しくは後述するが本実施例のコードレス電話装置１は、終話時に、終話用の制御コード
と共に、残容量情報を制御信号に格納することによって、その子機７の通話終了時に残容
量情報を送信したり、残容量情報をただちに送信するために、終話用の制御コード等を格
納することなく残容量情報のみを制御データ格納領域に格納して、残容量情報を送信する
。
【００４６】
次には、バッテリの残容量が少なくなった際に残容量情報をただちに送信する機能を果た
すために、子機７が実行する自己容量送信処理について説明する。尚、図５は、子機７の
ＣＰＵ３１ａが常時繰り返し実行する自己容量送信処理を表すフローチャートである。ま
た、図６（ａ）は、子機７の残容量情報の送信履歴となる通知ステータスの構成を表す説
明図である。
【００４７】
自己容量送信処理を実行すると、子機７のＣＰＵ３１ａは、Ｓ１１０にて、メモリ３１ｂ
内に記憶されている通知ステータスを参照して、既にバッテリの残容量が少ないことを示
す残容量少情報を親機５に送信した（即ち、残容量少通知をした）か否かを判断する。
【００４８】
図６に示すように、子機７のメモリ３１ｂ内には、通知ステータスとして、残容量少通知
をしたか否かを示すパラメータＳと、後述する要充電通知をしたか否かを示すパラメータ
Ｃと、充電完了通知をしたか否かを示すパラメータＦと、が記憶されており、各パラメー
タは、値として１又は０をとるようにされている。尚、本実施例においては、各パラメー
タの値が１であると、対応する通知がなされている（通知済である）ことを示し、パラメ
ータの値が０であると、対応する通知がなされていない（未通知である）ことを示すよう
に設定されている。
【００４９】
したがって、ＣＰＵ３１ａは、Ｓ１１０にて、パラメータＳが、Ｓ＝１であるか否かを判
断し、Ｓ＝１でない（即ちＳ＝０である）と判断すると、まだ残容量少情報を送信してい
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ないとして、処理をＳ１１３に移し、Ｓ１１３にて、バッテリ電圧検出部４５から検出結
果としてのバッテリ電圧を取得する。そして、バッテリ電圧Ｅが第一低下判定値Ｅｓ未満
且つ第二低下判定値Ｅｃ以上である（Ｅｃ≦Ｅ＜Ｅｓである）か否か判断する。
【００５０】
ここで、ＣＰＵ３１ａは、バッテリ電圧ＥがＥｃ≦Ｅ＜Ｅｓであると判断すると（Ｓ１１
３でＹｅｓ）、バッテリ残容量が少ないとして処理をＳ１１５に移し、親機５に残容量少
通知を行う。即ち、子機７は、ＣＰＵ３１ａのＳ１１５での処理により、制御信号に、自
身の子機ＩＤ及び残容量少情報（残容量が少ないこと示すコード）を格納して、これをす
ぐさま無線部３３を介して無線電波で親機５に送信する。
【００５１】
また、この処理を終了すると、ＣＰＵ３１ａは、Ｓ１１７にて、パラメータＳを１に設定
すると共に、パラメータＣを０に、パラメータＦを０に設定する。つまり、ＣＰＵ３１ａ
は、Ｓ１１７にて通知ステータスのパラメータを、Ｓ＝１、Ｃ＝０、Ｆ＝０にすることに
より、残容量少情報を通知済にし、要充電情報及び充電完了情報を未通知とする。そして
、この処理を終えると、当該自己容量送信処理を終了する。
【００５２】
一方、Ｓ１１０でＳ＝１である（即ち、Ｓ１１０でＹｅｓ）と判断するか、Ｓ１１３でＮ
ｏと判断すると、ＣＰＵ３１ａは、処理をＳ１２０に移して、パラメータＣを参照するこ
とにより、既にバッテリ残容量がわずかでバッテリの充電の必要があることを示す要充電
情報を親機５に送信した（即ち、要充電通知した）か否か判断する。
【００５３】
ここで、ＣＰＵ３１ａは、要充電通知が行われていない（Ｃ＝１ではない）と判断すると
（Ｓ１２０でＮｏ）、Ｓ１２３にて、バッテリ電圧Ｅが第二低下判定値Ｅｃ未満である（
Ｅ＜Ｅｃである）か否か判断することにより、バッテリの残容量がほとんど無い状態であ
るかどうかを確認する。
【００５４】
そして、Ｅ＜Ｅｃであると判断すると（Ｓ１２３でＹｅｓ）、処理をＳ１２５に移して、
親機５に要充電通知を行う。即ち、子機７は、ＣＰＵ３１ａのＳ１２５での処理により、
制御信号に、自身の子機ＩＤ及び要充電情報（残容量がわずかであることを示すコード）
を格納して、これをすぐさま無線部３３を介して親機５に送信する。
【００５５】
また、この処理を終了すると、ＣＰＵ３１ａは、Ｓ１２７にて、通知ステータスのパラメ
ータをＳ＝１、Ｃ＝１、Ｆ＝０に設定することにより、要充電情報を通知済、充電完了通
知を未通知とし、この後に、当該自己容量送信処理を終了する。
【００５６】
この他、ＣＰＵ３１ａは、Ｓ１２０にてＹｅｓと判断するか、Ｓ１２３にてＮｏと判断す
ると、処理をＳ１３０に移して、パラメータＦ＝１であるか否かを判断することにより、
既に親機５に充電完了通知を行ったかどうかを判断する。
ここで、Ｆ＝１であると判断すると（Ｓ１３０でＹｅｓ）、ＣＰＵ３１ａは、当該自己容
量送信処理を終了し、Ｆ＝１でない（Ｓ１３０でＮｏ）と判断すると、まだ充電完了通知
を送信していないとして、処理をＳ１３３に移し、Ｓ１３３にて、バッテリ電圧が、バッ
テリ４７が十分に充電されていることを示すバッテリ回復値Ｅｆを上回っている（即ち、
Ｅ＞Ｅｆである）か否か判断する。
【００５７】
そして、Ｅ＞Ｅｆであると判断すると（Ｓ１３３でＹｅｓ）、ＣＰＵ３１ａは、充電が完
了しているとして、処理をＳ１３５に移し、親機５に対して充電完了通知を行う。即ち、
子機７は、ＣＰＵ３１ａのＳ１３５の処理により、制御信号に、自身の子機ＩＤ及び充電
完了情報（充電が完了していること示すコード）を格納して、これをすぐさま無線部３３
を介して親機５に送信する。
【００５８】
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また、この処理を終えると、ＣＰＵ３１ａは、処理をＳ１３７に移して、通知ステータス
のパラメータをＳ＝０、Ｃ＝０、Ｆ＝１に設定することにより、残容量少情報を未通知、
要充電情報を未通知、充電完了情報を通知済とする。そして、この後に当該自己容量送信
処理を終了する。尚、以上に説明した処理により、子機７は、バッテリ電圧Ｅが第一低下
判定値Ｅｓを下回ると、残容量少情報を親機５に送信し、バッテリ電圧Ｅが第二低下判定
値Ｅｃを下回ると、要充電情報を送信し、この後、バッテリ電圧Ｅがバッテリ回復値Ｅｆ
を上回るまで、同一種類の残容量情報（残容量少情報又は要充電情報）を送信しない構成
にされている。
【００５９】
ところで、この子機７から残容量情報が格納された制御信号を受信する親機５は、その制
御信号を受信すると、図７に示す子機容量通知処理を実行し、残容量情報を他子機７に送
信しつつ、自身のメモリ１５ｂ内に記憶されている受信内容を表す受信ステータス（図６
（ｂ）参照）を適宜更新する構成にされている。尚、図６（ｂ）は、親機５が自身のメモ
リ１５ｂ内に記憶する受信ステータスの構成を表す説明図であり、図７は、親機５のＣＰ
Ｕ１５ａが実行する子機容量通知処理を表すフローチャートである。
【００６０】
図６（ｂ）に示すように、親機５は、受信ステータスとして、子機７毎に子機ＩＤと関連
付けて、子機７から残容量少情報を受信したか否かを示すパラメータＳｒと、子機７から
要充電情報を受信したか否かを示すパラメータＣｒと、子機７から充電完了情報を受信し
たか否かを示すパラメータＦｒとを記憶しており、以下に説明する子機容量通知処理にお
いて、各パラメータに、受信済であることを表す値１、又は、未受信であることを表す値
０を設定する。
【００６１】
図７に示す子機容量通知処理を実行すると、親機５のＣＰＵ１５ａは、まずＳ２１０にて
、制御信号の制御データ格納領域に格納された子機ＩＤを取得して、残容量情報を送信し
てきた子機７を識別すると共に、その受信ステータスを読み出す。
【００６２】
続いて、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ２２０にて、受信ステータスのパラメータＳｒがＳｒ＝１で
あるか否かを判断し、Ｓｒ＝１ではないと判断すると、前回までに残容量少情報が未受信
であるとして、Ｓ２２３にて、今回受信した残容量情報が、残容量少情報である（即ち、
残容量少通知を受信した）か否か判断する。そして、残容量少情報を受信していると判断
すると（Ｓ２２３でＹｅｓ）、処理をＳ２２５に移して、図８（ａ）に示す他子機容量少
通知処理を実行することにより、残容量少情報を送信してきた子機７とは異なる他子機７
に、残容量少通知を行う。尚、図８（ａ）は、親機５のＣＰＵ１５ａが実行する他子機容
量少通知処理を表すフローチャートである。
【００６３】
他子機容量少通知処理を実行すると、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ３１０にて、全子機７の中から
通知対象とする子機７を一つ選択し、続くＳ３２０にて、選択した子機７が残容量少通知
をしてきた子機７であるか否か判断する。
ここで、ＣＰＵ１５ａは、子機容量通知処理のＳ２１０にて識別した子機７と同一の子機
７（即ち、残容量少通知をしてきた子機７）を選択していると判断すると（Ｓ３２０でＹ
ｅｓ）、処理をＳ３５０に移し、選択していないと判断すると（Ｓ３２０でＮｏ）、Ｓ３
３０にて、制御信号に子機７から受信した残容量少情報及びその残容量少情報と同時に受
信した子機ＩＤを格納して、選択した子機７に、この制御信号を送信し（Ｓ３４０）、そ
の後処理をＳ３５０に移す。
【００６４】
また、Ｓ３５０において、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ３１０にて子機選択する動作を、全子機７
に対して行ったか否か判断し、全子機７に対して行っていなければ（Ｓ３５０でＮｏ）、
処理をＳ３１０に戻して、前回のＳ３１０で選択した子機７とは異なる子機７を選択し、
全子機７を選択していれば（Ｓ３５０でＹｅｓ）、当該処理を終了して、子機容量通知処
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理のＳ２２７に処理を移行する。
【００６５】
そして、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ２１０にて識別した子機７に対応する受信ステータスのパラ
メータを、Ｓｒ＝１、Ｃｒ＝０、Ｆｒ＝０に設定することにより、残容量少通知を受信済
とし、要充電通知及び充電完了通知を未受信とする（Ｓ２２７）。またこの後にＣＰＵ１
５ａは、Ｓ２２９にて、子機７のバッテリの残容量が少ないことを表示部２１に表示する
（残容量少表示）。
【００６６】
尚、図９は、親機５及び子機７が夫々の表示部２１，４１で表示する子機７のバッテリ残
容量情報の表示態様を表した説明図である。図９（ａ）は、残容量少表示での表示態様を
表した図であり、図９（ｂ）は、要充電表示（後述）での表示態様を表した図である。
【００６７】
ＣＰＵ１５ａはＳ２２９にて、「子機（１）の充電容量が残り少ないです」等の表示（図
９（ａ））を行うことにより、子機（１）のバッテリ残容量が少ないことを利用者に通知
する。尚、括弧内の数字は、子機番号を表すものであり、本実施例においてはこのような
表示形態で、表示したバッテリ残容量に対応する子機７を利用者が特定できるようにして
いる。また、この残容量少表示を行うと、ＣＰＵ１５ａは、当該子機容量通知処理を終了
する。
【００６８】
一方、子機容量通知処理のＳ２２０にてＹｅｓと判断するか、Ｓ２２３でＮｏと判断する
と、ＣＰＵ１５ａは、処理をＳ２３０に移して、受信ステータスのパラメータＣｒがＣｒ
＝１か否かを判断することにより、前回までに要充電情報を受信済であるか否か判断する
。そして、要充電情報が受信済でない（即ち、Ｃｒ＝１ではない）と判断すると、処理を
Ｓ２３３に移して、今回受信した残容量情報が要充電情報であるか（即ち、要充電通知を
受けたか）否か判断する。
【００６９】
ここで、残容量情報が要充電情報であると判断すると、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ２３５にて、
図８（ｂ）に示す他子機要充電通知処理を実行することにより、要充電情報を送信してき
た子機７とは異なる他子機７に、その要充電情報を送信（転送）する。尚、図８（ｂ）は
、親機５のＣＰＵ１５ａが実行する他子機要充電通知処理を表すフローチャートである。
【００７０】
この他子機要充電通知処理を実行すると、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ４１０にて、要充電通知の
対象とする子機７の一つを選択し、Ｓ４２０にて、選択した子機７が要充電通知をしてき
た子機７であるか否かを、選択子機７が子機容量通知処理のＳ２１０にて識別した子機７
と同一の子機７であるか否かにより判断する。
【００７１】
そして、選択子機７が要充電通知をしてきた子機７であると判断すると（Ｓ４２０でＹｅ
ｓ）、処理をＳ４５０に移し、要充電通知をしてきた子機７とは異なる他子機７であると
判断すると（Ｓ４２０でＮｏ）、Ｓ４３０にて、制御信号に子機７から受信した要充電情
報及びその要充電情報と同時に受信した子機ＩＤとを格納して、選択子機７に、その制御
信号を送信する（Ｓ４４０）。
【００７２】
また送信後、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ４５０にて、全子機７に対してＳ４１０での選択動作を
行ったか否か判断し、全子機７に対して行っていなければ（Ｓ４５０でＮｏ）、処理をＳ
４１０に戻して新たに子機７を選択して上記Ｓ４２０～Ｓ４４０までの処理を繰り返し、
全子機７に対して処理を行っていれば（Ｓ４５０でＹｅｓ）、当該処理を終了して、子機
容量通知処理のＳ２３７に処理を移行する。
【００７３】
この後、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ２１０にて識別した子機７に対応する受信ステータスのパラ
メータを、Ｓｒ＝１、Ｃｒ＝１、Ｆｒ＝０に設定することにより、要充電通知を受信済と
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し、充電完了通知を未受信とする（Ｓ２３７）。
また、ＣＰＵ１５ａは、続くＳ２３９にて、子機７のバッテリ残容量がわずか（ほぼ空）
であり、バッテリの充電を必要とすることを表示部２１に表示する（図９（ｂ）に示す要
充電表示）。即ち、ＣＰＵ１５ａは、表示部２１を制御して、表示部２１に「子機（１）
を充電して下さい」等の文字情報を表示することにより、利用者にバッテリの充電が必要
であることを通知する。
【００７４】
この他、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ２３０にてＹｅｓと判断するか、Ｓ２３３でＮｏと判断する
と、Ｓ２４０にて、パラメータＦｒがＦｒ＝１であるか否か判断することにより、前回ま
でに充電完了通知を受信済であるか否か判断し、Ｆｒ＝１であれば、当該子機容量通知処
理を終了する。
【００７５】
一方、Ｓ２４０にて、Ｆｒ＝０であると判断すると、ＣＰＵ１５ａは、充電完了通知が未
受信であるとして処理をＳ２４３に移す。そして、今回受信した残容量情報が充電完了情
報であるか否か（即ち、充電完了通知を受けたか否か）を判断し、そうではないと判断す
ると（Ｓ２４３でＮｏ）、当該子機容量通知処理を終了し、充電完了通知を受けたと判断
すると（Ｓ２４３でＹｅｓ）、Ｓ２１０にて識別した子機７に対応する受信ステータスの
パラメータを、Ｓｒ＝０、Ｃｒ＝０、Ｆｒ＝１に設定することにより、充電完了通知を受
信済とし、要充電通知及び残容量少通知を未受信とする（Ｓ２４７）。
【００７６】
この後ＣＰＵ１５ａは、Ｓ２４９にて、充電完了通知に対応する子機７の残容量少表示又
は要充電表示を消去し、当該処理を終了する。
次に、この他子機容量少通知処理及び他子機要充電通知処理により親機５から送信されて
くる制御信号を受信する子機７がＣＰＵ３１ａにて実行する図１０（ａ）に示す他子機容
量表示処理について説明する。尚、図１０は、子機７のＣＰＵ３１ａが常時繰り返し実行
する他子機容量表示処理を表すフローチャートである。
【００７７】
他子機容量表示処理を実行すると、子機７のＣＰＵ３１ａは、まず、Ｓ５１０にて残容量
情報が格納された制御信号を親機５から受信するまで待機し、受信したと判断すると（Ｓ
５１０でＹｅｓ）、Ｓ５２０にて、受信した残容量情報が残容量少情報であるか否か（即
ち、残容量少通知を受けたか否か）判断する。ここで、ＣＰＵ３１ａは、受信した残容量
情報が残容量少情報であると判断すると（Ｓ５２０でＹｅｓ）、Ｓ５２５にて、自身の表
示部４１に、図９（ａ）に示した親機５と同様の残容量少表示を行い、当該他子機容量表
示処理を終了する。
【００７８】
一方、Ｓ５２０にてＮｏと判断すると、ＣＰＵ３１ａは、処理をＳ５３０に移し、受信し
た残容量情報が要充電情報であるか否か（即ち、要充電通知を受けたか否か）判断し、そ
うではないと判断すると（Ｓ５３０でＮｏ）、当該他子機容量表示処理を終了し、残容量
情報が要充電情報であると判断すると（Ｓ５３０でＹｅｓ）、Ｓ５３５にて、自身の表示
部４１に、図９（ｂ）に示した親機５と同様の要充電表示を行う。そして、この後に当該
他子機容量表示処理を終了する。
【００７９】
尚、子機７のＣＰＵ３１ａは、図１０（ｂ）に示す画面クリア処理を実行することにより
、利用者が操作部４３を操作し新たな操作情報を表示部４１に表示しなければならなくな
った時点で（Ｓ５４０でＹｅｓ）、Ｓ５２５で表示した残容量少情報及びＳ５３５で表示
した要充電情報を消去（Ｓ５５０）する構成にされている。図１０（ｂ）は、子機７のＣ
ＰＵ３１ａが実行する画面クリア処理を表すフローチャートである。
【００８０】
したがって、本実施例において、Ｓ５２５での残容量少表示及びＳ５３５での要充電表示
は、利用者が次の操作を行うまでの期間継続される。このような表示形態を採用すること
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により、本実施例においては、限りある表示部４１の表示スペースを有効活用しながら、
利用者が操作時に図９（ａ）の表示情報若しくは図９（ｂ）の表示情報を、確認したと一
応推定できるまで、表示を継続するようにしている。
【００８１】
しかしながら、上記表示形態だけでは、利用者が表示情報に気づかない場合も考えられる
ため、本実施例においては、通話終了時（即ち、親機５と子機７との間の無線回線切断時
）に、親機５のＣＰＵ１５ａで図１１に示す第二子機容量通知処理を実行することにより
、再度、子機７に残容量少表示、要充電表示を行わせ、利用者に対してバッテリの充電を
促すようにしている。
【００８２】
図１１は、親機５と子機７との間の無線回線切断時（終話時）に、親機５のＣＰＵ１５ａ
が実行する第二子機容量通知処理を表すフローチャートである。
第二子機容量通知処理を実行すると、親機５のＣＰＵ１５ａは、Ｓ６１０にてコードレス
電話装置１内の子機７の一つを選択して、その子機７の受信ステータスを読み出す。そし
て、Ｓ６２０にて、読み出した受信ステータスに対応する子機７が、当該処理のＳ６７０
にて送信する終話用の制御信号の送信先の子機７であるか否か判断し、そうであれば（Ｓ
６２０でＹｅｓ）、Ｓ６３０～Ｓ６５５までの処理をスキップして、Ｓ６６０に処理を移
行する。尚、この処理は、制御信号送信先の子機７に、その子機７とは異なる他子機７の
残容量情報を選択的に送信するために設けられているものである。
【００８３】
一方、Ｓ６２０にて、読み出した受信ステータスに対応する子機７が、終話用の制御信号
の送信先の子機７ではないと判断すると（Ｓ６２０でＮｏ）、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ６３０
にて、受信ステータスのパラメータＦｒがＦｒ＝１であるか否か判断し、Ｆｒ＝１であれ
ば、その受信ステータスに対応する子機７のバッテリは十分に充電されており、残容量情
報の通知は必要ないとして、処理をＳ６６０に移行する。
【００８４】
逆に、Ｆｒ＝０であると判断すると（Ｓ６３０でＮｏ）、ＣＰＵ１５ａは、続くＳ６４０
にて、パラメータＣｒ＝１であるか否か判断し、Ｃｒ＝１であると判断すると（Ｓ６４０
でＹｅｓ）、要充電通知を子機７に行う必要があるとし、Ｓ６４５にて、受信ステータス
に対応する子機７の子機ＩＤと要充電情報を、先だって終話用の制御コードが制御データ
として格納された終話用の制御信号の制御データ格納領域に、追加して格納する。そして
、この後に処理をＳ６６０に移行する。尚、終話用の制御コードに加えて、その他の要充
電情報、残容量少情報などが制御データ格納領域に格納されている場合には、これらの情
報に続けて、上記子機ＩＤ及び要充電情報を格納する。
【００８５】
また、Ｓ６４０においてＣｒ＝０であると判断すると（Ｓ６４０でＮｏ）、ＣＰＵ１５ａ
は、続くＳ６５０にて、パラメータＳｒ＝１であるか否か判断し、Ｓｒ＝１であると判断
すると（Ｓ６５０でＹｅｓ）、残容量少通知を子機７に行う必要があるとし、Ｓ６５５に
て、上記制御信号の制御データ格納領域に、既に格納されている情報に加えて、受信ステ
ータスの子機７に対応する子機ＩＤ及び残容量少情報を格納し、その後に処理をＳ６６０
に移行する。
【００８６】
またＳ６６０にて、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ６１０における全子機７の受信ステータスの読み
出しを終了しているか否か判断し、終了していなければ（Ｓ６６０でＮｏ）、処理をＳ６
１０に戻して、次の子機７を選択し、その受信ステータスを読み出し、上述のＳ６２０～
Ｓ６５５までの処理を行う。また、ＣＰＵ１５ａは、Ｓ６６０にて、全子機７に対して上
記処理が終了していると判断すると（Ｓ６６０でＹｅｓ）、Ｓ６７０にて、終話用の制御
コードと、Ｓ６４５、Ｓ６５５にて格納した子機ＩＤ及び残容量情報と、を含む制御信号
を、無線回線を切断すべき子機７へと送信し、子機７と親機５との間の無線回線を切断す
る。
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【００８７】
尚、この終話用の制御信号を受信する子機７は、終話用の制御コードに基づいて自身を通
話状態から着信待機状態に移行すると共に、図１０（ａ）に示した他子機容量表示処理に
より、制御信号に格納された子機ＩＤ及び残容量情報に基づく残容量情報を表示する（即
ち、図９（ａ）に示す残容量少表示、図９（ｂ）に示す要充電表示を行う）。
【００８８】
以上、本実施例のコードレス電話装置１に関して説明したが、このコードレス電話装置１
では、子機７が、自身のバッテリ４７の残容量に関する残容量情報を自身の子機ＩＤと共
に親機５に送信し、親機５が、子機７から受信した残容量情報を子機ＩＤと共に、その子
機７とは異なる他子機７に送信する構成にされているため、他子機側で、親機５から受信
した残容量情報を表示部４１に表示することができて、バッテリ４７の残容量が少ないこ
と、若しくは残容量がわずかにしかなく子機の通話機能を動作させることが不可能で充電
の必要があることを利用者に効果的に通知することができる。この結果、コードレス電話
装置１によれば、バッテリ４７の充電を利用者に効果的に促すことができて、利用者が子
機７を利用しようと思った時に、子機７の通話機能が動作しないなどといった問題を十分
に解消することができる。
【００８９】
具体的に説明すると、従来のコードレス電話装置のように親機５にてバッテリ４７の残容
量を通知するだけでは、親機５の近くに利用者がいない場合、利用者が通知に気づかない
可能性があったが、本実施例では、親機よりも利用者の近くに配置されやすい子機にバッ
テリ残容量を通知するため、利用者が通知に気づかない等の問題を十分に解決することが
できる。
【００９０】
また、本実施例では、表示によりバッテリ残容量を通知するように装置を構成し、加えて
、バッテリ残容量が少なくなった時点でただちにバッテリの残容量を通知するように装置
を構成しているため、通知の際の音がうるさいとか、長期間着信がなくバッテリの残容量
が少ないことを利用者に通知できないなどといった従来の問題を解消することができる。
【００９１】
また更に、本実施例においては、バッテリの充電がなされるまで、無線回線切断時にバッ
テリの残容量を通知するようにコードレス電話装置１を構成しているため、利用者が通知
に気づくまで、繰り返しバッテリの充電を促すことができる。
【００９２】
尚、本発明の無線通信装置における検出手段は、本実施例のバッテリ電圧検出部４５に相
当する。また、送信手段は、子機７のＣＰＵ３１ａが実行する自己容量送信処理にて実現
されている。この他、送信手段が残容量情報として送信する第一容量情報は、本実施例に
おける残容量少情報に相当し、第二容量情報は、要充電情報に相当し、バッテリ回復情報
は、充電完了情報に相当する。
【００９３】
また、本発明の通知手段は、ＣＰＵ３１ａが実行する他子機容量表示処理にて実現されて
いる。また、本発明の表示手段は、子機７の表示部４１に相当する。この他、他子機残容
量情報送信手段の第一残容量情報送信手段は、親機５のＣＰＵ１５ａが実行する子機容量
通知処理にて実現されており、第二残容量情報送信手段は、ＣＰＵ１５ａが実行する第二
子機容量通知処理にて実現されている。尚、他子機残容量情報送信手段が送信する子機の
識別情報は、制御信号に格納される子機ＩＤに相当する。
【００９４】
また、他子機残容量情報送信手段が子機からバッテリ回復情報を受信すると、既に記憶さ
れている残容量情報に関する受信内容を消去する動作は、親機５のＣＰＵ１５ａが子機容
量通知処理にて受信ステータスのパラメータＳｒ，Ｃｒを１から０に更新する動作にて実
現されている。
【００９５】
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この他、子機情報通知手段は、親機のＣＰＵ１５ａが子機容量通知処理にて残容量少表示
及び要充電表示を行う動作にて実現されている。
また、本発明の無線通信装置は、上記実施例に限定されるものではなく、種々の態様を採
ることができる。
【００９６】
例えば、上記実施例では、無線回線の切断時に第二子機容量通知処理にて残容量情報を格
納した終話用の制御信号を子機７に送信するように親機５を構成したが、無線回線接続時
に残容量情報を回線接続用の制御信号に格納して子機７に送信するように親機５を構成し
てもよい。
【００９７】
また、上記実施例では、アナログコードレス電話装置１を例に挙げて説明したが、ディジ
タル通信方式のコードレス電話装置に本発明を適用することも可能である。また特に、本
発明をディジタル通信方式のコードレス電話装置に適用する場合においては、例えば、子
機７や親機５の無線部１７，３３をブルートゥース（近距離無線通信の規格）の標準仕様
に基づく無線部に変更して、子機７や親機５を外部の無線通信装置と接続（通信）可能な
構成にし、親機５や子機７からバッテリの残容量情報を外部の無線通信装置に送信するよ
うにしてもよい。
【００９８】
ここで図１２は、親機５’及び子機７’の無線部が、ブルートゥース規格により通信可能
な通信手段としての機能を備えるコードレス電話装置１’と、ブルートゥース規格により
無線通信を行う無線ＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）システム５０内の各ＬＡＮ端
末（無線通信装置）５１，５３との通信態様を表した説明図である。
【００９９】
このコードレス電話装置１’は、ブルートゥース規格の無線通信により、親機５’と子機
７’との間の無線回線を接続、切断し、子機７’とその他子機、子機７’と親機５’との
間で双方向通信するように構成されている。勿論、子機７’は、親機５’に残容量情報を
送信することが可能な構成にされており、親機５’は、子機７’から受信した残容量情報
を他子機に送信して、他子機にバッテリの残容量情報を図９に示したように表示すること
が可能な構成にされている。
【０１００】
また、このコードレス電話装置１’における子機７’は、自己容量送信処理にて親機と同
時に、外部の無線ＬＡＮシステム５０のマスターユニット（親局）であるＬＡＮ端末５３
と無線通信を行うことによって、自身の無線部からＬＡＮ端末５３に自身の残容量情報を
送信することが可能な構成にされている。
【０１０１】
したがって、コードレス電話装置１’においては、ＬＡＮ端末５１，５３にバッテリの残
容量情報を図９に示すような形態で表示させることが可能であり、より確実に子機７’の
バッテリ残容量が少ないことを利用者に気づかせることが可能である。
【０１０２】
また、コードレス電話装置１’と無線ＬＡＮシステム５０とが相互にブルートゥース規格
に基づいているので、無線ＬＡＮシステム５０内のＬＡＮ端末５１，５３のバッテリの残
容量を、コードレス電話装置１’内の親機５’や子機７’に表示するようにしてもよい。
【０１０３】
また、ブルートゥース規格に基づく無線通信が可能な機器であれば、ＬＡＮ端末に限らず
テレビや時計などの身近な機器に子機７’のバッテリの残容量情報を表示させるようにす
ることもできる。
更に、無線通信の形態としては、ブルートゥース規格に基づくものだけでなく、ＩＲＭＣ
（モバイル通信用の赤外線通信の規格）などを用いても良い。この方式に基づいて親機５
’と子機７’との間で通信を行うようにすれば、通話だけに限らずｖＣａｒｄ（電子的な
名刺の規格）や、ｖＣａｌｅｎｄｅｒ（電子スケジューラの規格）に基づく住所録やスケ
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ジュールなどの情報を相互に交換する機能をコードレス電話装置１’に備えることも可能
である。この場合、同一の規格に準ずるＰＤＡ（携帯端末）や携帯電話との間で、相互に
バッテリの残容量情報を送受信して出力（例えば、表示）することも可能になる。
【０１０４】
また、同一規格に基づく機器間であれば、バッテリの残容量情報の送受信のタイミングと
して、バッテリの残容量が少なくなってきたり、バッテリの充電が必要な状態になった機
器の近くに存在する機器を検出してその機器に通知を行うようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施例のコードレス電話装置１の構成を表す説明図である。
【図２】親機５の電気的構成を表すブロック図である。
【図３】子機７の電気的構成を表すブロック図である。
【図４】判定値に関する説明図（ａ）及び、制御信号の構成を表す説明図（ｂ）である。
【図５】子機７のＣＰＵ３１ａが実行する自己容量送信処理を表すフローチャートである
。
【図６】子機７が記憶する通知ステータスの構成を表す説明図（ａ）及び、親機５が記憶
する受信ステータスの構成を表す説明図（ｂ）である。
【図７】親機５のＣＰＵ１５ａが実行する子機容量通知処理を表すフローチャートである
。
【図８】親機５のＣＰＵ１５ａが実行する他子機容量少通知処理を表すフローチャート（
ａ）及び、他子機要充電通知処理を表すフローチャート（ｂ）である。
【図９】残容量少表示（ａ）及び要充電表示（ｂ）に関する説明図である。
【図１０】子機７のＣＰＵ３１ａが実行する他子機容量表示処理を表すフローチャート（
ａ）及び、子機７のＣＰＵ３１ａが実行する画面クリア処理を表すフローチャート（ｂ）
である。
【図１１】親機５のＣＰＵ１５ａが実行する第二子機容量通知処理を表すフローチャート
である。
【図１２】コードレス電話装置１’と無線ＬＡＮシステム５０との通信態様を表した説明
図である。
【符号の説明】
１，１’…コードレス電話装置、３…公衆電話回線網、５，５’…親機、７，７’…子機
、１１…回線制御部、１５，３１…制御部、１５ａ，３１ａ…ＣＰＵ、１５ｂ，３１ｂ…
メモリ、１７，３３…無線部、２１，４１…表示部、２３，４３…操作部、２５…電源部
、４５…バッテリ電圧検出部、４７…バッテリ、５０…無線ＬＡＮシステム、５１，５３
…ＬＡＮ端末
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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